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　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨

　近年, www (World Wide Web)の普及により，一般のユーザが望む情報を得ることが以前よりも容易になっている。

また，流通するコンテンツも数が急激に増加すると共に，形式もＨＴＭＬコンテンツだけではなく，画像やビデオなど多様

化している。さらにコンテンツが存在する場所もＷｅｂ上だけではなく，各自のデスクトップＰＣ,ハードディスクレコーダ，

携帯端末の中など多様化している。このような環境の中でメタサーチエンジンのように，分散して存在するコンテンツを横

断的に検索する手法が提案されているが，これらのコンテンツは依然として別々に検索されているのが現状である。しかし，

ユーザの興味・目的は多様化しており，ユーザの求める情報を単一のページまたはコンテンツのみで充足させることは難し

いことが多い。

　そこで，本論文では，マルチメディアコンテンツを組織化して利用することによって，ユーザにとってのコンテンツの価

値を向上させることを目的とし，マルチメディアコンテンツの組織化のための手法を提案している。本論文では，1）

Ｗｅｂページの統合型ランキング，２）マルチメディアコンテンツのベアリング，３）コンテンツ統合言語の３つの手法を

提案している。これらは組織化の対象となるコンテンツを選択するための検索手法（手法1, 2)と選択されたコンテンツ

の表示のための統合手法（手法３）に大別できる。前者では，従来の情報検索が検索対象を単一のＷｅｂページなど単一の

コンテンツに限定していたものを，それらを組み合わせたページ集合やペアに拡張するという手法を提案している。後者で

は，動的なコンテンツ統合を可能にするコンテンツ記述言語を提案している。この言語は，コンテンツ作成者の意図を表現

し，統合に反映できる点，クエリを用いて動的に統合に用いるコンテンツを取得できる点などの特徴を有している。

　本論文は以下の６章から構成されている。

　第１章では，本論文の研究の背景，動機について述べ，本論文でとり組んだ３つの課題についてまとめている。また，実

際の図書館と（Ｗｅｂを含む）ディジタルライブラリとの比較を行い，本論文の研究の位置付けについて確認している。

　第２章では, Web情報検索および情報統合における従来の関連研究を整理し，本研究の位置づけを明確にしている。ま

た，コンテンツ記述言語および権利処理の関連研究についてもまとめている。

　第３章では，検索結果ページを組み合わせてページ集合を生成し，それをランキングの単位とする統合型ランキングを提

案し，それを全容検索に適用している。全容検索とは，ユーザが与えたキーワードに対し，その全容を示すような情報を効

率的に集める検索である。この全容検索を実現するために特徴ベクトルおよびグラフを使ったアプローチを提案すると共に，

効率的にランキングを計算するアルゴリズムを提案している。また，それぞれの手法に対して評価を行い，従来のページ毎

のランキングに対する優位性を確認している。さらに両者の実行時間について比較をしている。

　第４章では，マルチメディアコンテンツをベアリングする手法として, Webページ同士のベアリングおよびＷｅｂペー

ジとビデオのベアリングを提案している。 Ｗｅｂページ同士のベアリングでは，２つの事柄を異なる立場から比較するペア

を発見する比較検索に適用し，従来手法と適合率を比較している。また, Webページとビデオのベアリングにおいては，
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補完情報の検索に注目し, Webページによってビデオの内容を補完する手法とビデオ映像によってＷｅｂページを補完す

る手法について提案している。

　第５章では，コンテンツを動的に統合するための言語MetaSMILを提案している。 MetaSMILはスクリプト記述言語と

メタデータ記述言語の２つからなるＸＭＬベースの言語である。前者は統合コンテンツの作成者が統合のシナリオを記述す

るための言語であり，後者は素材コンテンツの作成者がそのコンテンツを統合に利用するための条件を記述する言語である。

スクリプト記述言語は, Web検索により，統合に用いるコンテンツを動的に選択，取得することができ，また，メタデー

タ記述言語は従来手法では表現できなかった，共に統合されるコンテンツについての条件を記述できるといった他の言語に

見られない特徴を持っている。

　最後に第６章では，本研究で得られた研究成果をまとめ，さらに今後の課題や展開について述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨

　本論文は，マルチメディアコンテンツの利用について，組織化という新たな手法を提案し，それを実現するための情報検

索技術および情報統合の技術について検討したものである。

　本論文で提案している手法は，組織化の対象となるコンテンツを選択するための検索手法と選択されたコンテンツの表示

のための統合手法の２つに大別できる。前者は，従来のＷｅｂ情報検索がランキングの単位をＷｅｂページ毎に限定してい

たものを，それらを組み合わせたページ集合やペアに拡張するという極めて新規性の高い検索手法を提案している。後者で

は動的なコンテンツ統合を可能にするコンテンツ記述言語を提案した。この言語は，コンテンツ作成者の意図を表現し，統

合に反映できる点，クエリを用いて動的に統合に用いるコンテンツを取得できる点などの特徴を有しており，新規性が高い。

　具体的には，本論文の研究によって得られた成果は以下のように要約される：

　１．検索結果ページを組み合わせてページ集合を生成し，それをランキングの単位とする統合型ランキングを提案し，そ

　　れを全容検索に適用した。全容検索とは，ユーザが与えたキーワードに対し，その全容を示すような情報を効率的に集

　　める検索である。この全容検索を実現するために特徴ベクトルおよびグラフを使ったアプローチを提案すると共に，効

　　率的にランキングを計算するアルゴリズムを提案した。また，それぞれの手法に対して評価を行い，従来のページ毎の

　　ランキングに対する優位性を確認した。さらに両者の実行時間について比較を行い，グラフによるアプローチの方が高

　　速にランキングを計算できることを確認した。

　２．マルチメディアコンテンツをベアリングする手法として, Webページ同士のベアリングおよびＷｅｂページとビデ

　　オのペアリングを提案した。 Ｗｅｂページ同士のペアリングでは，２つの事柄を異なる立場から比較するペアを発見す

　　る比較検索のためのアルゴリズムを提案し，従来手法に対して適合率が向上することを確認した。また, Webページ

　　とビデオのベアリングにおいては，補完情報の検索に注目し, Webページによってビデオの内容を補完する手法とビ

　　デオ映像によってＷｅｂページを補完する手法について提案を行った。

　３．コンテンツを動的に統合するための言語MetaSMILをＸＭＬベースで設計した。 MetaSMILはスクリプト記述言語

　　とメタデータ記述言語の２っからなり，前者は統合コンテンツの作成者が統合のシナリオを記述するための言語であり，

　　後者は素材コンテンツの作成者がそのコンテンツを統合に利用するための条件を記述する言語である。スクリプト記述

　　言語では, Web検索により，統合に用いるコンテンツを動的に選択，取得することが記述でき，また，メタデータ記

　　述言語では従来手法では表現できなかった，共に統合されるコンテンツについての条件を記述できるといった他の言語

　　に見られない特徴を持つ。

　以上，本論文は，マルチメディアコンテンツの組織化のための検索・統合手法を提案しており，それらは新規性・有効匪

も高く，学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，本論文は，博士（情報学）の学位論文として価値あるもの

と認める。また，平成19年２月６日に論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。
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